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☎23−8515／82−6072

1月10日（火）・16日（月）
２３日（月）・３０日（月）

7月14日（金）
午後1時～3時

1月10日（火）
午後１時～３時

1月13日（金）
午後1時～3時

1月16日（月）
午後１時～３時

1月16日（月）・30日（月）
いずれも午後１時～３時

午後1時～3時

相談員　経営指導員

場所：紀州有田商工会議所場所：紀州有田商工会議所 場所：紀州有田商工会議所

創業・融資・労務管理など経営の諸問
題についてご相談をお受けします

簡易帳簿、複式記帳の付け方
（パソコン会計含む）や税務に
関する相談をお受けします

相談員　経営指導員

相談員　日本政策金融
　　　国庫担当者

場所：紀州有田商工会議所
労働時間、就業規則、時間外
協定等労働に関する相談及び
各種助成金の相談

相談員　村上　寿美子氏
・職場のうつ病対策
・セクハラ、パワハラ
・メンタルヘルス教育研修
・休職者への職場復帰支援
・心の健康づくりに関するご相談
※�専門の産業カウンセラーが相談
をお受けします。

運転資金が必要な方、設備
資金の必要な方は、ご相談
ください。

＊詳しくは、商工会議所まで

相談員　村上寿美子�
　　　�社会保険労務士

年金、助成金に関する
ご相談

経 営 窓 口 相 談

メンタルヘルス対策相談 金 融 相 談 会 年金・助成金相談

労 務 相 談 記帳・税務相談

紀州有田商工会議所

窓口相談・セミナー等
相談及びセミナー参加ご希望の方は、当所までご連絡ください　☎︎83－4777

今、経営に悩みをかかえていませんか？商工会議所経営指導員が相談に応じます。
問い合わせ先：紀州有田商工会議所　☎８３－４７７７

１月

1月13日（金）
午後１時～３時

場所：紀州有田商工会議所

相談員　村上　寿美子氏
・職場のうつ病対策
・セクハラ、パワハラ
・メンタルヘルス教育研修
・休職者への職場復帰支援
・心の健康づくりに関するご相談
※�専門の産業カウンセラーが相談
をお受けします。

メンタルヘルス対策相談

事業承継・引継ぎ
出 張 相 談 会

開催日:�1月12日㈭、13日㈮、�
26日㈭、27日㈮

時　間:13時～16時

※秘密厳守、相談料無料

事業承継・引継ぎ支援セン
ターによる出張相談会を 
開催します。

和歌山県よろず支援拠点�
相談員が経営全般・SNSの
相談に対応いたします。

相談員　�宮本ひふみ司法
書士事務所　　
宮本��ひふみ�氏

無 料 登 記 相 談 会

開催日：1月11日㈬
時　間：13時～15時

開催日：1月11日㈬
時　間：13時～16時30分

よ ろ ず 支 援 拠 点
経 営・S N S 相 談 会

※相談無料、事前予約
＊申込、問合せは商工会議所へ

※相談無料、事前予約
＊申込、問合せは商工会議所へ

　
（
公
社
）和
歌
山
県
観
光
連

盟
で
は
、
県
内
を
ご
案
内
す

る
ガ
イ
ド
紀
州
語
り
部
の
担

い
手
を
育
成
す
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

二
月
二
十
六
日
㈰

　

�

十
三
時
三
十
分
～
十
六
時

四
十
分

○
会
場

　

和
歌
山
県
民
文
化
会
館　

�

　

特
設
会
議
室

○
内
容

◦
第
一
部
…�

熊
野
の
魅
力
を

語
る

◦
第
二
部
…�

高
野
山
の
魅
力

を
語
る

◦
第
三
部
…�

紀
州
語
り
部
の

魅
力
を
語
る

○�

事
前
申
込
必
要
、
詳
細
は

県
観
光
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

和
歌
山
県
有
田
市
内
の
対
象

店
舗
で
「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」

で
支
払
う
と
、
最
大
二
十

五
％
の
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
ボ
ー

ナ
ス
が
付
与
。

　

ポ
イ
ン
ト
付
与
上
限
：
決

済
一
回
あ
た
り
又
は
期
間
中

に
最
大
五
，
〇
〇
〇
ポ
イ
ン

ト
ま
で

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
は
、
令

和
五
年
一
月
三
十
一
日
㈫
ま
で

迎春

市
民
の
皆
様
に
は
希
望
に

満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
市

政
各
般
に
わ
た
り
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
国
内
が
歓
喜
に
包
ま

れ
た
昨
年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
、
日
本
代

表
チ
ー
ム
が
優
勝
経
験
の
あ

る
強
豪
国
に
歴
史
的
勝
利
を

収
め
ま
し
た
。
国
民
の
熱
く

も
厳
し
い
目
が
あ
る
中
、
果

敢
に
相
手
に
立
ち
向
か
う
姿

に
私
た
ち
も
勇
気
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

さ
て
、
全
国
的
に
三
年
ぶ

り
と
な
る
行
動
制
限
の
な
い

年
始
を
迎
え
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講

じ
な
が
ら
も
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

で
社
会
経
済
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て

も
市
民
生
活
を
応
援
し
、
市

内
事
業
所
の
経
済
活
動
の
活

性
化
を
図
る
べ
く
、「
市
民

生
活
応
援
商
品
券
」
の
利
用

と
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
地
域

活
性
化
事
業
」
に
つ
い
て
一

月
末
を
期
限
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
様

も
積
極
的
な
ご
利
用
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
市
行
政
に
お
い
て

は
、
持
続
可
能
な
自
治

体
運
営
の
た
め
、
未
来

に
向
け
た
施
策
を
重
点

的
に
推
し
進
め
て
き
た

年
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
令
和

五
年
二
月
に
は
有
和
中

学
校
新
校
舎
が
竣
工
し
、
四

月
に
は
和
歌
山
医
療
ス
ポ
ー

ツ
専
門
学
校
が
初
島
中
学
校

跡
地
に
開
校
、
そ
し
て
、
指

定
管
理
者
制
度
に
よ
る
有
田

市
立
病
院
が
四
月
一
日
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
地
域
医

療
充
実
の
た
め
、
指
定
管
理

先
の（
公
社
）地
域
医
療
振
興

協
会
と
共
に
安
全
・
安
心
な

医
療
提
供
を
行
う
と
と
も

に
、
令
和
八
年
開
院
を
予
定

し
て
い
る
新
市
立
病
院
建
設

に
向
け
て
も
、
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
有
田
圏
域
で
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
環
境
整
備
と
し
て
、
閉
所

す
る
糸
我
保
育
所
跡
地
で
の

民
間
に
よ
る
産
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
開
院
に
つ
い
て
も
、
具
体

的
な
検
討
を
始
め
て
い
る
ほ

か
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
こ
と
で
、
心
身
と
も
に

豊
か
な
生
活
を
創
出
す
る
場

と
な
る
新
都
市
公
園
の
整
備

も
予
定
ど
お
り
進
捗
し
て
い

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な

転
換
期
に
あ
る
本
市
に
お
い

て
、
本
年
も
飛
躍
す
る
未
来

へ
の
新
た
な
挑
戦
に
つ
い
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
と

と
も
に
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
や
水
産
業
に
も
引
き
続

き
注
力
し
、
二
〇
二
五
年
の

大
阪
・
関
西
万
博
に
向
け
官

民
共
同
で
い
ち
早
く
立
ち
上

げ
た
「
Ａ
Ｌ
Ｌ�

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ

協
議
会
２
０
２
５
」
に
よ
る

誘
客
促
進
へ
の
取
り
組
み
も

加
速
化
し
、
皆
様
と
共
に
挑

戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
株
式

会
社
和
歌
山
製
油
所
の
跡
地

活
用
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十

一
月
に
和
歌
山
製
油
所
を
持

続
可
能
な
航
空
燃
料
の
製
造

に
関
す
る
事
業
化
調
査
の
対

象
製
油
所
に
決
定
す
る
旨
の

発
表
を
い
た
だ
き
、
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
製
造
が
こ
の
有

田
の
地
で
始
ま
る
こ
と
に
、

大
変
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に

大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
市
と
し
ま
し

て
も
、
今
後
も
事
業
の
実
現

に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る
面
で
支

援
、
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
「
卯
」。

卯
年
は
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

す
る
の
に
最
適
な
年
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
耳
を
立
て
、

ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
、
常
に

進
化
を
求
め
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
こ
と
で
時
代
に

即
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
と

な
る
よ
う
市
政
運
営
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
に
は
よ
り
一
層
の
ご

参
画
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お

祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方

に
は
、
初
日
の
出
と
と
も
に

明
る
く
上
に
昇
っ
て
い
く
目

標
を
持
っ
て
、
新
し
い
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
本
年

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
十
一
月
一
日

か
ら
紀
州
有
田
商
工
会
議
所

の
第
二
十
二
期
が
始
ま
り
、

会
頭
と
し
て
三
期
目

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

一
期
目
の
三
年

間
は
「
会
員
事
業
所

の
発
展
が
地
域
を
創

る
」
の
志
の
も
と
、

色
々
な
事
業
を
企
画

し
、
多
く
の
行
事
に

参
加
し
ま
し
た
。
特
に
毎
年

開
催
し
た
「
有
田
ふ
る
さ
と

う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
」
は
、

会
員
事
業
所
の
活
性
化
と
地

域
と
の
繋
が
り
を
実
感
で
き

た
事
業
で
し
た
。
し
か
し
二

期
目
の
三
年
間
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広
ま

り
、
有
田
ふ
る
さ
と
う
ま
い

も
ん
ま
つ
り
は
元
よ
り
、
紀

文
ま
つ
り
や
地
域
の
あ
ら
ゆ

る
行
事
が
開
催
で
き
な
く
な

り
、
思
う
よ
う
な
活
動
を

す
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
実
の
と
こ
ろ
会
頭
三
期

目
の
就
任
に
は
少
し
迷
い
も

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
こ
の
様

な
状
態
で
次
に
バ
ト
ン
を
渡

す
の
で
は
な
く
、
少
し
で
も

コ
ロ
ナ
前
の
状
態
、
そ
れ
以

上
の
状
態
で
次
に
繋
げ
る
べ

き
だ
と
の
思
い
が
募
り
、
共

に
歩
ん
で
き
た
雜
賀
副
会

頭
、
岡
本
副
会
頭
、
栗
山
専

務
理
事
も
同
じ
思
い
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
、
共
に
前

に
進
ん
で
い
け
る
と
確
信
し

た
た
め
、
現
三
役
の
体
制
の

ま
ま
三
期
目
を
お
受
け
し
た

次
第
で
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
は
ま
だ
ま

だ
終
息
し
な
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
対
策

を
講
じ
て
、
昨
年
十
一
月
六

日
に
「
第
二
十
回
有
田
ふ
る

さ
と
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
」

を
ふ
る
さ
と
の
川
総
合
公
園

南
側
河
川
敷
に
場
所
を
変
更

し
開
催
し
ま
し
た
。
実
に
三

年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
が
、

二
十
七
店
舗
に
及
ぶ
出
店

と
、
八
千
人
近
い
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
会
場
内
か

ら
は
「
い
や
～
久
し
ぶ
り
や

な
」、「
み
ん
な
元
気
で
や
っ

て
る
か
い
？
」
な
ど
楽
し

い
会
話
が
聞
こ
え
て
き
て
、

人
々
と
の
出
会
い
の
楽
し
さ

と
、
繋
が
り
の
大
切
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

は
、「
地
域
の
そ
し
て
会
員

皆
さ
ま
の
応
援
団
」
と
し

て
、
全
職
員
を
含
め
一
致
団

結
を
し
て
対
応
を
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
国
や
県
、
市

の
補
助
金
の
活
用
や
販
路
拡

　

事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン
グ

は
、
後
継
者
が
い
な
い
こ
と

な
ど
を
理
由
に
「
事
業
を
譲

り
渡
し
た
い
」
と
お
考
え
の

方
と
、
創
業
や
事
業
拡
大
等

に
向
け
て
「
事
業
を
譲
り
受

け
た
い
」
と
お
考
え
の
方
を

つ
な
ぐ
、
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

︿�

事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
の
四
つ
の
特
徴
﹀

①�

小
規
模
事
業
者
の
方
の
ご

利
用
が
中
心

　

�

日
本
公
庫
（
国
民
生
活
事

業
）
の
融
資
先
の
約
九
割

は
、
従
業
者
数
九
名
以
下

の
小
規
模
事
業
者
の
方
々

で
す
。
本
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
も
、
小
規
模
事
業
者

の
方
の
ご
利
用
が
中
心
に

な
り
ま
す
。

②�

事
業
を
受
け
継
い
で
創
業（
継

ぐ
ス
タ
）さ
れ
る
方
も
対
象

　

�

近
年
、「
事
業
を
受
け
継

い
で
ス
タ
ー
ト
す
る
創
業

形
態
」（
略
称
：
継
ぐ
ス
タ
）

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。
譲
受
希
望
の

場
合
は
、

事
業
を
営

ん
で
い
る

方
に
加
え

て
、「
継

ぐ
ス
タ
」

を
お
考
え

の
方
も
、

本
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利

用
い
た
だ

け
ま
す
。

③�

専
門
担
当

者
に
よ
る

サ
ポ
ー
ト

　

�

日
本
公
庫

の
専
門
担

当
者
が
、
お
客
様
の
ご
希

望
を
踏
ま
え
、
お
相
手
を

お
探
し
し
ま
す
。
ま
た
、

マ
ッ
チ
ン
グ
後
の
困
り
ご

と
に
も
親
身
に
対
応
し
ま

す
。

④
無
料
の
サ
ー
ビ
ス

　

�

譲
渡
希
望
・
譲
受
希
望
い

ず
れ
の
方
も
、
本
サ
ー
ビ

ス
を
無
料
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
公
庫
の

「
事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
」
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
労

働
災
害
を
な
く
す
た
め
労
務

管
理
や
労
働
安
全
衛
生
事
業

の
取
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
一
環
と
し
て
第
二
十
八

回
労
働
安
全
衛
生
大
会
を
以

下
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
。

○
日
時

　

令
和
五
年
二
月
八
日
㈬

　

�

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時

三
十
分

○
会
場

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

　

六
階
ホ
ー
ル

○
内
容

⑴
特
別
講
話

　

�「
労
働
災
害
の
現
状
と
対
策
」

　

�

講
師
：
御
坊
労
働
基
準
監

督
署�

署
長　

出
口�

隆�

氏

⑵
セ
ミ
ナ
ー

　

�「
労
務
ト
レ
ン
ド
情
報
に
つ

い
て（
働
き
方
改
革
の
振
り

返
り
と
直
近
の
変
更
点
、

知
っ
て
お
き
た
い
法
改
正

や
取
り
組
み
事
例
な
ど
）」

　

�

講
師
：
和
歌
山
働
き
方�

改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

　

セ
ン
タ
ー
長　

鶴
田�

寛
之�

氏

⑶
安
全
衛
生
事
業
所
表
彰

○
参
加
申
込

問
紀
州
有
田
商
工
会
議
所

　

☎�

〇
七
三
七
︱
八
三
︱
四

七
七
七

　

十
月
十
五
日
～
十
二
月
十

五
日
の
期
間
に
、
地
域
の
お

店
で
買
い
物
や
食
事
を
す
る

こ
と
で
地
域
内
経
済
循
環
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
し
た
「
Ｂ
ｕ
ｙ�

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ�
Ａ
ｒ
ｉ
ｄ
ａ

２
０
２
２
」
に
多
く
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

尚
、
抽
選
会
に
つ
い
て
は

一
月
中
旬
に
実
施
後
、
当
選

者
に
は
郵
送
に
て
賞
品
引
換

券
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

1月11日、12日、13日、14日の4日間限り有効

切り取り線切り取り線

『
挑
戦
続
行
』

『
挑
戦
続
行
』

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
　　

会
　
頭

会
　
頭
　　
川
端
川
端  

隆
也
隆
也

有
田
市
の
イ
メ
ー
ジ
発
信・会
員

有
田
市
の
イ
メ
ー
ジ
発
信・会
員

事
業
所
と
地
域
の
繋
が
り
を
創
造
す
る

事
業
所
と
地
域
の
繋
が
り
を
創
造
す
る

大
の
た
め
の
相
談
か
ら
、
イ

ン
ボ
イ
ス
登
録
申
請
の
お
手

伝
い
な
ど
、
会
員
事
業
所
の

困
り
ご
と
に
対
し
て
の
支
援

や
、
有
田
就
職
フ
ェ
ア
や
創

業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
地

域
に
対
し
て
も
幅
広
く
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
出
来
事
と
致
し
ま

し
て
は
、
昨
年
一
月
二
十
五

日
に
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
和
歌
山

製
油
所
の
石
油
精
製
機
能
停

止
の
発
表
が
あ
り
、
地
元
に

激
震
が
走
り
ま
し
た
。
当
商

工
会
議
所
も
す
ぐ
に
緊
急
相

談
窓
口
を
設
置
し
て
情
報
収

集
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

「
和
歌
山
製
油
所
エ
リ
ア
の

今
後
の
在
り
方
に
関
す
る
検

討
会
」
に
お
い
て
検
討
が
重

ね
ら
れ
た
結
果
、
十
一
月

二
十
四
日
に
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱

か
ら
、
和
歌
山
製
油
所
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
、
廃
食
油

な
ど
を
原
料
と
す
る
環
境
負

荷
の
少
な
い
「
Ｓ
Ａ
Ｆ（
持

続
可
能
な
航
空
燃
料
）」
の

製
造
に
着
手
す
る
と
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
和
歌
山
製

油
所
の
先
行
き
が
ま
っ
た
く

見
え
な
か
っ
た
地
元
と
し
て

は
、
大
変
有
難
い
発
表
で
あ

り
今
後
の
流
れ
に
注
目
し
つ

つ
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。
こ
の
一
件
で
は
、

地
域
の
経
済
と
雇
用
を
守
る

こ
と
の
大
切
さ
と
、
そ
の
難

し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
し
、

や
は
り
地
域
の
活
性
化
に
欠

か
せ
な
い
の
は
、
会
員
事
業

所
の
頑
張
り
と
発
展
だ
と
改

め
て
確
信
を
し
ま
し
た
。

二
〇
二
〇
年
五
月
に
完
成

し
た
有
田
箕
島
漁
協
直
営
の

新
鮮
市
場
「
浜
の
う
た
せ
」

は
目
の
前
の
海
で
獲
れ
た
鮮

魚
や
水
産
加
工
品
の
販
売

と
、
み
か
ん
を
始
め
と
し
た

有
田
市
の
特
産
品
等
を
取
り

揃
え
た
施
設
と
し
て
、
周
辺

の
景
観
と
相
ま
っ
て
県
内
外

の
観
光
客
等
か
ら
オ
ー
プ
ン

以
来
、
脚
光
を
浴
び
続
け
て

い
ま
す
。

ま
た
、
有
田
市
の
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
返
礼
品
へ

の
関
心
度
も
全
国
的
に
上
位

で
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
進

め
て
き
た
有
田
み
か
ん
を
始

め
、
海
産
物
、
地
場
産
業
品

等
、
有
田
市
に
対
す
る
認
知

度
は
非
常
に
高
く
、
有
田
市

の
イ
メ
ー
ジ
創
り
と
地
域
資

源
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の

好
事
例
と
な
っ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

の
新
年
の
目
標
は
、「
有
田

市
の
イ
メ
ー
ジ
発
信
・
会
員

と
地
域
の
繋
が
り
を
創
造
す

る
」
で
あ
り
ま
す
。

二
〇
二
五
年
の
大
阪
・
関

西
万
博
で
の
誘
客
へ
の
取
組

み
も
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

有
田
市
に
沢
山
あ
る
地
域
資

源
や
観
光
資
源
を
活
か
し
た

イ
メ
ー
ジ
創
り
と
情
報
発
信

に
向
け
、
会
員
事
業
所
と
職

員
が
一
体
と
な
り
地
域
の
発

展
に
つ
な
げ
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方

の
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

迎 

春

あ
り
だ
創
業
塾　

ご
案
内

あ
り
だ
創
業
塾　

ご
案
内

第
二
十
八
回
労
働
安
全
衛
生

第
二
十
八
回
労
働
安
全
衛
生

大
会
開
催
の
ご
案
内

大
会
開
催
の
ご
案
内

Ｂ
ｕ
ｙ

Ｂ
ｕ
ｙ  

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ

Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ

  

Ａ
ｒ
ｉ
ｄ
ａ
２
０
２
２
御
礼

Ａ
ｒ
ｉ
ｄ
ａ
２
０
２
２
御
礼

事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
の
ご
案
内

事
業
承
継
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
の
ご
案
内

～
日
本
政
策
金
融
公
庫
～

～
日
本
政
策
金
融
公
庫
～

紀
州
語
り
部
担
い
手
講
演
会

紀
州
語
り
部
担
い
手
講
演
会

参
加
者
大
募
集

参
加
者
大
募
集

有
田
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
地
域

有
田
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
地
域

活
性
化
事
業（
第
二
弾
）実
施
中

活
性
化
事
業（
第
二
弾
）実
施
中

女
性
会
Ｊ
Ｒ
箕
島
駅
へ

女
性
会
Ｊ
Ｒ
箕
島
駅
へ

座
布
団
を
寄
贈

座
布
団
を
寄
贈

テーマ「日本経済と新型コロナ
ウイルス感染症の行方」

◎開催日／令和5年1月25日㈬　
◎時　間／19時00分～20時30分
◎会　場／紀州有田商工会議所 6階ホール
◎講　師／神崎 博 氏（関西テレビ 報道デスク）

◎申　込／紀州有田商工会議所�☎0737－83－4777まで

ナノコンポジットWナノテクノロジー
塗料が変わる、世界が変わる超微粒子の世界迎

春

印刷者：和歌山特報社

発　行　所

郵便番号　６４９―０３９８
和歌山県有田市箕島33-1
電話　　８３―４７７７㈹
発行部数　　� 7,7００部

1部100円

紀州有田商工会議所

新春経済講演会新春経済講演会

丑
新年

新年

令和三年

有田海南道路 1 号橋より朝日を望む

※新型コロナウイルス感染症の状況により中止となる場合がございます。予めご了承下さい。

講演会
入場無料

　

当
商
工
会
議
所
女
性
会

（
花
田
千
香
会
長
）
で
は
、

地
域
振
興
事
業
の
一
環
と
し

て
十
一
月
二
十
二
日
㈫
、
Ｊ

Ｒ
箕
島
駅
に
座
布
団
を
寄
贈

し
た
。
当
日
は
女
性
会
会
員

六
名
が
箕
島
駅
を
訪
れ
、
待

合
室
の
椅
子
へ
寄
贈
し
た
座

布
団
を
取
付
け
た
。

800   800   

司鈑金塗装工業所司鈑金塗装工業所
　有田市山地10-2　有田市山地10-2�� ☎0737−83−4109

コンピューター調色システムカラボ導入店
自動車鈑金塗装

車のキズ・ヘコミ車のキズ・ヘコミ
見積サービス中!!見積サービス中!!

E-mail:unitec21@uenoyama-toko.com
詳しくはhttps://uenoyama-toko.com 

株式会社 上 野 山 塗 工 所
0120−34−1162
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顧　
　
　

問

㈱
紀
陽
銀
行
箕
島
支
店　

支
店
長 

金
盛
基
悦

有
田
市
箕
島
四
三
一

㈱
伊
藤
農
園

代　

表

取
締
役

伊
藤　

修

有
田
市
宮
原
町
滝
川
原
四
九
八

－

二

花
野
食
品

代
表
者 

花
野
雅
司

有
田
市
糸
我
町
西
四
九
八

－

六

有
田
市
長望

月
良
男

有
田
市
箕
島
五
〇

㈱
Ｋ
Ｌ

代　

表

取
締
役 

児
嶋
正
人

有
田
市
野
四
一
四

㈱
岩
田
組

代　

表

取
締
役 

岩
田
祐
三

有
田
市
宮
崎
町
一
七
二

－

二

㈲
ヒ
カ
ル
・
オ
ー
キ
ッ
ド

代　

表

取
締
役 

佐
原　

宏

有
田
市
千
田
二
〇
四
一

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
和
歌
山
製
油
所

所　

長 

手
島
政
嘉

有
田
市
初
島
町
浜
一
〇
〇
〇

大
日
本
除
虫
菊
㈱
紀
州
工
場

工
場
長 

中
川
和
宏

有
田
市
山
田
原
一
八
〇

㈲
岩
田
建
設

代　

表

取
締
役 

岩
田　

始

有
田
市
箕
島
六
六
二

－

一
一

㈱
ふ
み
こ
農
園

代　

表

取
締
役 

成
戸
文
子

有
田
郡
有
田
川
町
野
田
五
九
四
―
一

大
日
本
除
虫
菊
㈱

代　

表

取
締
役 

上
山
直
英

有
田
市
山
田
原
一
八
〇

㈱
橘
家

取
締
役

会　

長 

橋
爪
正
芳

有
田
市
宮
原
町
新
町
一
七

梅
義代

表
者 

梅
本
義
人

有
田
市
宮
崎
町
五
四
五
―
一

㈲
プ
ラ
イ
ム
タ
イ
ム

取
締
役

会　

長 

木
村
也
寸
志

有
田
市
箕
島
二
二
―
一

三
菱
電
線
工
業
㈱
箕
島
製
作
所

所　

長 

和
田　

睦

有
田
市
箕
島
六
六
三

田
中
伝
商
店

代
表
者 

田
中
賢
司

有
田
市
箕
島
二
〇
三

エ
ア・ウ
ォ
ー
タ
ー
西
日
本
㈱

有
田
営
業
所

所　

長 

根
来
伸
司

有
田
市
古
江
見
五
一

－

一

前
嶋
水
道
工
事
店　

代
表
者 

前
嶋
隆
典

有
田
市
野
六
四
四
―
四

元
会
頭

宮
井
清
明

有
田
市
糸
我
町
中
番
一
七
一

中
紀
バ
ス
㈱　

代　

表

取
締
役 

高
垣
太
郎

有
田
市
箕
島
八
九
八
―
六

エ
ム
１
４
１
地
所

代
表
者 

石
井　

守

有
田
市
山
地
二
六
八

マ
ン
ガ
タ
イ
ヤ
商
会　

代
表
者 

萬
賀
健
一

有
田
市
初
島
町
里
二
〇
九
三
―
三

元
副
会
頭栗

山　

求

有
田
市
宮
崎
町
八
〇
九

－

一

㈱
Ｔ
Ｏ
Ａ

代　

表

取
締
役 

榎
本
裕
明

有
田
市
初
島
町
浜
一
〇
〇
〇

お
く
ら
前
不
動
産

代
表
者 

松
村
秀
一

有
田
市
箕
島
三
三

－

一

マ
ン
ガ
塗
装
店　

前
代
表
者 

萬
賀
清
司

有
田
市
箕
島
八
一
七

－

四

㈲
天
乙
商
店

代　

表

取
締
役 

井
上
修
平

有
田
市
宮
崎
町
二
四
一
三

㈱
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
フ

代　

表

取
締
役 

上
野
山
栄
作

有
田
郡
有
田
川
町
野
田
一
八
七

山
栄
樹
脂
㈱

代　

表

取
締
役 

山
路
浩
司

有
田
市
宮
崎
町
三
四
二
―
一

天
満
木
材
商
店

代
表
者 

岩
橋
行
伸

有
田
市
初
島
町
里
一
九
九
九

－

一

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
建
築
設
計
事
務
所

代
表
者 

嶋
田
和
人

有
田
市
宮
原
町
滝
川
原
五
三
二

吉
田
鉄
工
所

代
表
者 

吉
田
八
郎

有
田
市
宮
原
町
新
町
一
六
五

㈱
初
島
組

代　

表

取
締
役 

嶋
田
英
展

有
田
市
初
島
町
浜
一
〇
七
一

綛
長
林
業

代
表
者 

綛
田
隆
信

有
田
市
箕
島
五
三
二

ラ
イ
ト
シ
ョ
ッ
プ
う
え
や
ま　

代
表
者 

上
山
寿
示

有
田
市
辻
堂
八
五
六
―
一
〇

古
川
総
合
設
備

前
代
表
者 

古
川
英
二

有
田
市
古
江
見
六

川
口
水
産
㈱

代　

表

取
締
役 

川
口
泰
史

有
田
市
宮
原
町
滝
川
原
二
一
二

㈲
リ
ュ
ウ
シ
ョ
ウ

代　

表

取
締
役 

小
川
隆
昌

有
田
市
箕
島
四
四
二

－

二

㈱
松
林

代　

表

取
締
役 

松
林
裕
次

有
田
市
初
島
町
浜
一
七
六
九

－

一

川
島
モ
ー
タ
ー
ス

前
代
表
者 

川
島　

弘

有
田
市
辻
堂
五
三
八

和
歌
山
香
醸

代
表
者 

脇
村
正
次

有
田
市
下
中
島
三
五
―
一

松
屋
電
工
㈱

代　

表

取
締
役 

赤
井
直
人

有
田
郡
広
川
町
前
田
二
一
七

－

一

㈱
紀
州
有
田
蒲
鉾

代　

表

取
締
役 

尾
藤　

佳

有
田
市
宮
崎
町
三
七
一

脇
村
食
料
品
店

代
表
者 

脇
村
昌
宏

有
田
市
初
島
町
浜
一
三
〇
二

－

四

三
菱
電
線
工
業
㈱
箕
島
製
作
所

事
務
部

部　

長 

大
山
浩
明

有
田
市
箕
島
六
六
三

木
本
産
業
㈱　

監
査
役 

中
西 

登
志
明

有
田
市
野
一
八
七

－

一

和
広
フ
ー
ド
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

代
表
者 

上
野
山
三
雄

有
田
市
千
田
五
六
〇

－

三

㈱
保
田
組

代　

表

取
締
役 

北
畑　

忍

有
田
市
辻
堂
四
四
六

光
亜
建
設
㈱

代　

表

取
締
役 

野
口
信
人

有
田
市
初
島
町
里
二
〇
三
三

支　

部　

長

保
田
産
業
㈱　

代　

表

取
締
役 

名
倉
武
志

有
田
市
辻
堂
八
三
〇

㈱
合
同
自
動
車

代　

表

取
締
役 

栗
山
敦
紀

有
田
市
宮
崎
町
八
〇
九

－

一

初
島
支
部
長

脇
村
食
料
品
店

代
表
者 

脇
村
昌
宏

ラ
イ
オ
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱　

顧　

問 

小
髙
清
孝

有
田
市
辻
堂
一

－

一

㈱
酒
井
組

代　

表

取
締
役 

酒
井
博
文

有
田
市
古
江
見
一
四
九
―
一

港
支
部
長

カ
ネ
キ
農
園

代
表
者 

脇
村
吉
宣

監　
　
　

事

㈱
三
共
洋
紙
店

代　

表

取
締
役 

鵜
尾
崇
功

有
田
市
宮
崎
町
四
七

箕
島
支
部
長

田
中
伝
商
店

代
表
者 

田
中
賢
司

専
務
理
事

き
の
く
に
信
用
金
庫
箕
島
支
店

支
店
長 

辻　

恭
治

有
田
市
箕
島
四
二
六

－

三

三
洋
住
宅
㈱　

代　

表

取
締
役 

上
野
山
喜
之

有
田
郡
有
田
川
町
明
王
寺
二
五
八

－一

宮
崎
支
部
長

田
中
電
器
店

代
表
者 

田
中
秀
樹

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

 

栗
山　

弘

有
田
市
箕
島
三
三

－

一

㈱
早
和
果
樹
園

代
表
取
締
役

会　
　
　

長 

秋
竹
新
吾

有
田
市
宮
原
町
新
町
二
七
五

－

一

正
和
産
業
㈱　

代　

表

取
締
役 

笹
井
宏
祐

有
田
市
箕
島
八
一
二

－

九

中
央
支
部
長

古
川
総
合
設
備

前
代
表
者 

古
川
英
二

常　

議　

員

レ
イ
ズ
ネ
ク
ス
ト
㈱
和
歌
山
事
業
所

事
業
所
長 

佐
藤
利
宏

有
田
市
初
島
町
浜
一
〇
四
六

田
中
電
器
店

代
表
者 

田
中
秀
樹

有
田
市
宮
崎
町
一
六
四

－

一

保
田
支
部
長

保
田
産
業
㈱

代　

表

取
締
役 

名
倉
武
志

㈱
有
田
川

取
締
役

会　

長 

花
田　

優

有
田
市
星
尾
三
七

議　
　
　

員

辻
本
印
刷
所　

代
表
者 

辻
本
真
市

有
田
市
新
堂
二
〇
八

－

一

糸
我
支
部
長

㈲
有
田
植
物
園

代　

表

取
締
役 

川
口
吉
春

㈱
あ
り
だ
住
宅
情
報
セ
ン
タ
ー

代　

表

取
締
役 

寺
杣
嘉
彦

有
田
市
箕
島
一
一
二
―
五

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
和
歌
山
南
営
業
所

所　

長 

杉
森
寿
幸

有
田
市
箕
島
三
三

－

一

デ
ィ
ア
ス
児
嶋　

代
表
者 

児
嶋
清
秋

有
田
市
宮
崎
町
二
二
五
八

宮
原
支
部
長

Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
建
築
設
計
事
務
所

代
表
者 

嶋
田
和
人

㈱
上
野
山
塗
工
所

取
締
役 

上
野
山
正
明

有
田
市
箕
島
一
九
一

有
田
市
管
工
事
組
合　

組
合
長 

山
﨑
哲
也

有
田
市
箕
島
三
三

－

一

㈱
東
亜
プ
ロ
パ
ン
商
事

代　

表

取
締
役 

嶋
田
和
明

有
田
市
宮
崎
町
三
六
八

－

一

会　
　
　

長

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
和
歌
山
製
油
所

事　

務

副
所
長 

三
浦
潤
司

有
田
市
初
島
町
浜
一
〇
〇
〇

有
田
市
建
設
業
会

会　

長 

成
川
勝
美

有
田
市
古
江
見
一
四
九

南
元
食
品
工
業
所

代
表
者 

宮
井
康
雄

有
田
市
糸
我
町
中
番
一
七
一

女
性
会
・
会
長

㈱
有
田
川花

田
千
香

㈲
鍵
野
新
聞
舗

代　

表

取
締
役 

鍵
野
昌
彦

有
田
市
箕
島
八
六
九

－

一

有
田
住
宅
設
備
㈱

代　

表

取
締
役 

梅
本
英
法

有
田
市
宮
崎
町
三
七
〇

㈱
登
尾
商
店

代　

表

取
締
役 

登
尾
時
方

有
田
市
初
島
町
浜
一
五
九
六

－

一

青
年
部
・
会
長

床
利
オ
ー
ト
商
会

田
中
良
太

紀
伊
国
屋
工
業
㈱　

代　

表

取
締
役 

内
田
喜
信

有
田
市
宮
原
町
道
七
〇

石
垣
工
業
㈱　

代　

表

取
締
役 

川
㟢
浩
之

有
田
市
初
島
町
浜
一
〇
〇
〇

ハ
ナ
セ
商
店

代
表
者 

栗
山　

勝

有
田
市
箕
島
四
一
五

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

事
務
局
一
同

88 7045

82 4549

82 016285 1010

（
あ
ま
の
ご
お
り
に
ぎ
）
の
浜
中
庄
に

一
人
の
愚
な
男
が
い
た
。
秦

（
は
た
）
の
里
（
畑
村
）
の
子

供
た
ち
が
薪
を
拾
っ
て
帰
る

途
中
、
こ
の
峠
の
辺
で
木
を

刻
ん
で
仏
像
を
作
り
、
石
を

重
ね
て
塔
を
建
て
、
仏
像
を

石
の
寺
に
祀
っ
て
い
た
。
そ

こ
を
通
り
か
か
っ
た
愚
か
な

男
が
そ
の
仏
像
を
笑
っ
て
、

持
っ
て
い
た
斧
で
切
り
捨
て

て
し
ま
い
、
石
の
塔
を
突
き

崩
し
て
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ

が
程
な
く
男
は
急
に
倒
れ
、

口
や
鼻
か
ら
血
を
流
し
、
両

眼
が
飛
び
出
し
て
死
ん
で
し

ま
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
仏

法
を
侮
る
者
は
必
ず
仏
罰
が

当
る
と
い
う
こ
と
を
人
々
に

教
え
る
た
め
の
話
で
し
た
。

Ⅱ
徳
本
上
人
は
宝
暦
八
年

（
一
七
五
八
）
か
ら
文
政
元

年
（
一
八
一
八
）
の
江
戸
時

代
の
高
僧　

宮
原
町
須
谷
の

西
方
寺
を
中
心
に
三
十
歳

代
に
岩
室
山
で
七
年
間
苦
行

し
、
紀
州
藩
は
も
と
よ
り
江

戸
の
増
上
寺（
寺
石
百
万
石
）

の
典
海
大
僧
正
に
招
か
れ
、

将
軍
家
治
公
の
娘
等
藩
臣
に

説
法
を
行
っ
た
高
僧　

弟
子

男
僧
二
百
八
十
八
人　

尼
僧

二
百
二
十
四
人

㈠
上
人
が
四
歳
の
頃
、

母
親
か
ら
大
根
に
つ
い

て
い
る
虫
を
取
っ
て
殺

し
な
さ
い
と
言
わ
れ
た

が
、
虫
に
向
っ
て
「
ど

う
か
大
根
の
葉
を
食
べ

ず
に
野
原
の
草
を
食
べ

て
く
れ
」
と
拝
ん
だ
と

こ
ろ
、
虫
が
逃
げ
た
。

㈡
稲
の
大
き
な
害
虫
メ

イ
虫（
サ
ツ
ム
シ
）
は
、

稲
を
白
穂
に
し
て
し
ま

う
の
で
、
上
人
が
拝
む

と
虫
は
な
く
な
っ
た
。

㈢
上
人
は
麦
と
蕎
麦
の

粉
を
常
食
と
さ
れ
、
米
食
は

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
麦
粉
と

蕎
麦
粉
を
水
で
か
き
混
ぜ
て

い
る
と
湯
気
が
立
ち
上
が
り

煮
え
た
と
の
事
で
す
。
㈣
上

人
が
地
獄
・
極
楽
を
見
せ
て

や
ろ
う
と
言
っ
て
袂
（
た
も
と
）

の
袖
口
を
開
け
て
見
せ
て
く

れ
た
。
覗
く
と
地
獄
と
極
楽

が
拝
ま
せ
て
も
ら
え
た
と
い

う
。
㈤
上
人
が
岩
室
の
巌
上

で
、
一
千
日
の
練
行
中
、
突

進
し
て
く
る
猛
猪
を
法
力
に

よ
っ
て
倒
し
て
し
ま
っ
た
。

提
供
・
有
田
市
文
化
協
会

「徳川家康に愛された「徳川家康に愛された
女性・お梶」女性・お梶」

◎　

応
募
締
め
切
り
＝
一
月
十
日
（
消
印
有
効
）

◎　

発
　
表
＝
二
月
号
で

◎�　

�

官
製
は
が
き
に
一
月
号
と
明
記
の
う
え
一
月
号
で
良

か
っ
た
記
事
・
感
想
・
市
内
の
ニ
ュ
ー
ス
等
と
お
答
え

を
書
い
て
下
さ
い
。
投
稿
い
た
だ
い
た
感
想
の
中
か
ら

趣
旨
を
変
え
な
い
範
囲
で
添
削
や
割
愛
し
て
「
市
民
の

窓
」に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
匿
名
希
望
も
可
）

◎　

あ
て
先
＝
〒
六
四
九
︱
〇
三
九
八

　
　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
商
工
ニ
ュ
ー
ス
　
パ
ズ
ル
係
』。

◎　

�

応
募
は
が
き
に
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を

は
っ
き
り
書
い
て
下
さ
い
。

◎　

賞
　
品
＝
六
月
～
十
二
月
号
を
対
象
に
抽
選

◎　

十
二
月
号
の
正
解
は
「
鍋
料
理
」
で
し
た
。

◎�　
抽
選
の
結
果
、
植
ま
す
み
さ
ん
他
九
名
の
方
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

中
学
生
に
バ
イ
ロ
ー
カ
ル

の
勉
強
と
て
も
す
て
き
な
授

業
だ
と
思
い
ま
す
。
地
産
地

消
、
和
歌
山
は
美
味
し
い
も

の
ば
か
り
、
地
元
の
も
の
は

安
全
・
安
心
だ
し
、
経
済
効

果
も
大
き
い
。
一
〇
〇
〇
円

の
経
済
効
果
に
つ
い
て
も
と

て
も
分
か
り
や
す
い
で
す
。

（
箕
島　

Ｈ
・
Ｍ
さ
ん
）

◆

　

最
近
、
横
文
字
の
言
葉
が

多
く
な
り
意
味
が
分
か
ら
ず

し
ん
ど
い
な
…
と
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
中「
凧

作
り
教
室
」
の
見
出
し
を
見

て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
凧
を

揚
げ
た
頃
を
懐
か
し
く
思
い

ま
す
。

（
初
島
町　

大
谷
マ
サ
子
さ
ん
）

◆

　

こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
寒

く
な
り
ま
す
が
、
鍋
料
理
を

楽
し
み
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
箕
島　

冨
永
和
美
さ
ん
）

市
民
の
窓

税
理
士
に
よ
る

税
理
士
に
よ
る

地
区
相
談
会
場
の
ご
案
内

地
区
相
談
会
場
の
ご
案
内

「
第
十
七
回

「
第
十
七
回  

有
田
市
文
芸
大
会
」

有
田
市
文
芸
大
会
」

入
賞
作
品
展
示

入
賞
作
品
展
示

商
工
文
芸 

一
月
作
品

　
　
　
　
共
感
の
一
句

静せ
い
ひ
つ

謐
を
祈
る
ば
か
り
や
初
詣
　
　
美
崎 

静
代

旧
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
増
加
し
た
。
中
で
も

集
団
感
染
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
正
月
元
日
、
作
者
が
初
詣
。
衿
を
正
し

二
礼
、
二
拍
。
世
の
中
が
一
日
も
早
く
穏
や
か
に
治
ま

る
こ
と
を
念
ず
る
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
思
い
は
人
類
共
通
の
願
い
で
も
あ
る
。

編
集
委
員
　
綛
田
　
隆
信

今
年
こ
そ
今
年
こ
そ
は
と
年
初
め 

澳
　
美
惠
子

屠
蘇
酌
み
て
祖
父
は
香
を
好
し
と
せ
り 

下
津
　
幸
子

難
解
の
幼
の
文
字
や
初
笑
い 

東
内
　
匡
代

神
主
の
沓
音
硬
き
淑
気
か
な 

夏
見
起
久
子

　

税
理
士
に
よ
る
確
定
申
告

書
の
書
き
方
な
ど
の
相
談
を

無
料
で
行
い
ま
す
。

（
有
田
市
会
場
）

◦
開
設
日

　

二
月
六
日
㈪
、
七
日
㈫

◦
開
設
場
所

●�

有
田
市
文
化
福
祉
セ
ン

タ
ー　

大
会
議
室

◦
開
設
時
間

●
九
時
三
十
分
～
十
六
時

　

�（
相
談
受
付
締
切
時
間
十

五
時
三
十
分
）

《
確
定
申
告
会
場
で
の
感
染
症

対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
》

◦�

確
定
申
告
会
場
の
来
場
者

数
に
よ
っ
て
は
、
早
め
に

受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦�

ご
来
場
の
際
は
、
マ
ス
ク

の
着
用
を
お
願
い
し
ま

す
。
マ
ス
ク
を
着
用
さ
れ

て
い
な
い
場
合
、
入
場
を

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◦�

発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
方

や
、
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い

方
は
、
入
場
を
お
断
り
し

ま
す
。

◦�

ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
の
筆
記

用
具
・
計
算
器
具
等
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※�

十
二
時
か
ら
十
三
時
ま
で

は
相
談
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

※�

ご
来
場
の
際
に
は
、
前
年

分
の
控
え
、
源
泉
徴
収
票

（
給
与
・
年
金
収
入
の
あ

る
場
合
）、
所
得
控
除
に

係
る
各
種
証
明
書
な
ど
の

申
告
書
の
作
成
に
必
要
な

書
類
と
筆
記
用
具
等
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※�

各
会
場
と
も
「
土
地
・
建

物
・
株
式
等
を
売
却
さ
れ

た
所
得
」「
贈
与
税
」「
相

続
税
」「
山
林
所
得
」
に

関
す
る
相
談
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ら

に
関
す
る
相
談
が
必
要
な

場
合
は
、
湯
浅
税
務
署
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
申
請
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

湯
浅
税
務
署
で
は
イ
ン
ボ

イ
ス
登
録
申
請
の
た
め
の
専

用
窓
口
を
一
月
か
ら
開
設
し

て
い
ま
す
。
確
定
申
告
期
に

は
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
登
録
さ
れ
る
方
に

つ
き
ま
し
て
は
お
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説

明
会
・
登
録
申
請
手
続
き
の

相
談
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

○
日
時

◦�

一
月
二
十
五
日
㈬
十
時
～

十
一
時

◦�

二
月
二
十
二
日
㈬
十
四
時

～
十
五
時

○
場
所

　

�

湯
浅
納
税
協
会�

三
階（
湯
浅

町
湯
浅
二
四
三
〇
︱
七
七
）

○
定
員

　

�

二
十
名
（
先
着
順
・
電
話

予
約
要
）

問�

湯
浅
税
務
署
法
人
課
税
部
門

　

☎
六
三
︱
五
四
〇
六

○
日
時
：
二
月
二
日
㈭
～

　
　
　
　

二
月
十
六
日
㈭

○
会
館
時
間
：
九
時
～
十
七
時

○
場
所
：�

有
田
市
文
化
福
祉

セ
ン
タ
ー�

ロ
ビ
ー

○
入
場
：
無
料

○�

部
門
：
小
学
生
俳
句
の
部
、

小
学
生
短
歌
の
部
、
中
学

生
俳
句
の
部
、
中
学
生
短

歌
の
部
、一
般
俳
句
の
部
、

一
般
短
歌
の
部

○�

表
彰
式
典
：
二
月
十
六
日

㈭
十
六
時
～
（
有
田
市
文

化
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階
会

議
室
）

問�

有
田
市
教
育
委
員
会　

文

化
振
興
係
（
有
田
市
文
化

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
八
二
︱
三
二
二
一

　

※
水
曜
日
休
館

新
春
凧
あ
げ
大
会

新
春
凧
あ
げ
大
会

令
和
五
年

令
和
五
年  

有
田
市
消
防
出
初
式

有
田
市
消
防
出
初
式

○
日
時

　

一
月
七
日
㈯

　

�

九
時
三
十
分
～
十
一
時
三

十
分

○
場
所

　

ふ
る
さ
と
の
川
総
合
公
園

　
（
宮
原
側
）

○
表
彰

　

�

よ
く
で
き
て
る
で
賞
、
よ

く
あ
が
っ
た
で
賞

○
対
象

　

�

市
内
在
住
・
在
学
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
は
手
作
り
の
凧
で
ご
参

加
下
さ
い
。

○
参
加
費

　

無
料

○
申
込

　

当
日
受
付

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

問
有
田
市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課

　

☎
二
二
︱
三
七
六
一

　

有
田
市
消
防
出
初
式
を
開

催
し
ま
す
。
有
田
市
民
会
館

で
式
典
実
施
後
、
有
田
川
左

岸
河
川
敷
で
、
防
火
の
願
い

を
込
め
た
一
斉
放
水
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

○
日
時

　

一
月
九
日
（
月
・
祝
）

　

十
時
～

○
場
所

◦
式
典
：
有
田
市
民
会
館　

　
　
　
　

紀
文
ホ
ー
ル

◦�

一
斉
放
水
訓
練
：
有
田
川

左
岸
河
川
敷　

保
田
側

※�

一
斉
放
水
は
十
一
時
二
十

分
頃
を
予
定

※�

雨
天
の
場
合
、一
斉
放
水
訓

練
及
び
車
両
行
進
は
中
止

問
有
田
市
消
防
本
部

　

☎
八
三
︱
〇
一
一
九

映
画
会
「
最
強
の
ふ
た
り
」

※
日
本
語
吹
替
・
字
幕
付
き

　

笑
い
と
涙
が
止
ま
ら
な

い
。
映
画
史
を
塗
り
替
え
た

驚
異
の
大
ヒ
ッ
ト
感
動
実

話
。

◦
日
時
：
三
月
二
十
六
日
㈰

　

開
場
：
十
三
時
三
十
分

　

開
演
：
十
四
時

　
　
　
　
（
約
一
一
五
分
）

【
全
席
自
由
】

　

入
場
無
料
（
要
整
理
券
）

◦
お
一
人
様
二
枚
ま
で
配
布

◦
配
布
開
始
：�

一
月
十
四
日

㈯
九
時
～

◦
配
布
場
所
：
市
民
会
館

入
場
整
理
券
配
布
中
！

一
月
二
十
二
日
㈰
十
四
時
開
演

映
画
会
「CODA 
コ
ー
ダ 

あ
い
の
う
た
」

【
全
席
自
由
】

　

入
場
無
料
（
要
整
理
券
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
中
！

 

二
月
二
十
六
日
㈰
十
五
時
開
演

「
第
四
回 

大
阪
交
響
楽
団
特

別
演
奏
会 

紀
文
ホ
ー
ル
名
曲

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

【
全
席
指
定
】

※�

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

◦
前
売
券　

　

一
般　

二
，
〇
〇
〇
円　

　

高
校
生　
　

八
〇
〇
円

　

小
中
学
生　

五
〇
〇
円

◦�

販
売
場
所
：
市
民
会
館
、

イ
ー
プ
ラ
ス
（eplus.jp

）

問
有
田
市
民
会
館　

☎
八
二
︱
二
六
二
六

有
田
市
民
会
館
よ
り

有
田
市
民
会
館
よ
り

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

※�

一
月
四
日
㈬
か
ら
開
館
し
ま

す
。

※�

イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
ア
リ
ッ
サ
の
お
は
な
し
か
い

　（
乳
幼
児
～
就
園
前
く
ら
い
）

◦
日
時
：�

一
月
五
日
㈭

　
　
　
　

十
時
三
十
分
～

◦
内
容
：
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

◦
参
加
費
無
料
、事
前
申
込
不
要

◆
水
曜
映
画
会
（
大
人
向
け
）

◦
日
時
：
一
月
十
一
日
㈬

　
　
　
　

十
四
時
～

◦
内
容
：「
梅
切
ら
ぬ
バ
カ
」�

　
　
　
　
（
約
八
十
分
）

◦
定
員
：
四
十
名
程
度

◦
参
加
費
無
料
、事
前
申
込
不
要

◆
も
り
の
か
み
し
ば
い
屋
さ
ん

　（
子
ど
向
け
）

◦
日
時
：
一
月
二
十
一
日
㈯

　
　
　
　

十
四
時
～

◦
内
容
：�

紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

◦
参
加
費
無
料
、事
前
申
込
不
要

◆ 

有
田
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
さ
さ
や
き
」の
お
は
な
し
会

（
子
ど
も
向
け
）

◦
日
時
：
一
月
二
十
八
日
㈯

　
　
　
　

十
時
三
十
分
～

◦
場
所
：�

図
書
館
内�

わ
く
わ
く

の
も
り

◦
内
容
：�

絵
本
や
紙
芝
居
の
読

み
聞
か
せ

◦
参
加
費
無
料
、事
前
申
込
不
要

◆ 

あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
（
休
館

日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
）九
時

三
十
分
～
十
二
時

◦�
一
月
五
日
・
十
二
日
・
十
九
日
・

二
十
六
日

◆
一
月
の
休
館
日

　

�

毎
週
火
曜
日
と
図
書
整
理
日

の
一
月
三
十
日
㈪

　

�

一
月
四
日
㈬
よ
り
、貸
出
上
限

が
お
一
人
合
計
十
点
ま
で
に

戻
り
ま
す
。

あ
り
だ
市
電
子
図
書
館
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
！

　

電
子
図
書
館
と
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
、ご
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
電
子
書
籍
を
借
り
て

読
む
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。新
し
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

を
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
「
あ
り
だ
市
電
子
図

書
館
」で
検
索
、ま
た
は
、有
田
市

図
書
館
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

あ
り
だ
市
電
子
図
書
館

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

�

問
有
田
市
図
書
館

　

☎
八
二
︱
三
二
二
〇

で
あ
る
五
女
・
市
姫
を
産
ん

だ
。
市
姫
は
伊
達
政
宗
の
嫡

男
・
虎
菊
丸
（
の
ち
の
伊
達

忠
宗
）
と
婚
約
す
る
が
、
四

歳
で
夭
折
（
よ
う
せ
つ
）
す

る
。
不
憫（
ふ
び
ん
）に
思
っ

た
家
康
は
十
一
男
の
鶴
千
代

（
の
ち
の
徳
川
頼
房
）、
二
男

松
平
秀
康
の
次
男
で
あ
る
虎

松
（
の
ち
の
松
平
忠
昌
）、

外
孫
振
姫
（
池
田
輝
政
と
二

女
督
姫
の
子
）
ら
の
養
母
と

し
た
。
振
姫
は
の
ち
、
伊
達

忠
宗
に
嫁
い
だ
。
水
戸
徳
川

家
は
彼
女
を
大
変
に
敬
愛
し

て
い
る
。

　

寛
永
十
一（
一
六
三
四
）

年
、
将
軍
家
光
よ
り
、
太
田

道
灌
の
旧
領
・
相
模
国
鎌
倉

扇
谷
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

の
地
を
賜
り
、
英
勝
寺
（
鎌

倉
唯
一
の
尼
寺
と
し
て
現
存

し
て
い
る
）
を
建
立
し
た
。

同
寺
は
水
戸
徳
川
家
よ
り
門

主
を
迎
え
た
の
で
、
水
戸
御

殿
と
呼
ば
れ
た
。
お
梶
は
六

十
五
歳
で
没
し
た
。

　

彼
女
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し

て
、塩
の
話
が
有
名
で
あ
る
。

あ
る
と
き
家
康
が
家
臣
た
ち

と
談
笑
し
た
と
き
に
「
お
よ

そ
食
べ
も
の
の
う
ち
で
、
一

番
う
ま
い
も
の
は
何
か
」
で

盛
り
上
が
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
の
名
が
挙
が
る
う

ち
、
家
康
が
控
え
て
い
た
お

梶
に
尋
ね
る
と
、彼
女
は「
そ

れ
は
塩
で
す
」
と
答
え
た
。

「
塩
の
加
減
で
、
う
ま
い
も

の
は
よ
り
う
ま
く
な
る
か

ら
」
と
い
う
答
え
に
皆
は
感

心
し
た
。

　
「
で
は
一
番
ま
ず
い
も
の

は
何
か
」
と
尋
ね
る
と
、
彼

　

た
ま
に
は
女
性
を
、
と
い

う
こ
と
で
、
徳
川
家
康
に
愛

さ
れ
た
お
梶
の
方
、
出
家
後

は
英
勝
院
と
名
乗
っ
た
女
性

を
取
り
上
げ
る
。天
正
六（
一

五
七
八
）
年
生
ま
れ
、
寛
永

一
九
（
一
六
四
二
）
年
没
。

　

江
戸
城
を
築
い
た
太
田
道

灌
の
ひ
孫
、太
田
康
資
の
娘
、

も
し
く
は
養
女
と
い
う
。
名

は
「
お
か
ち
」
で
、「
お
梶
」

も
し
く
は
「
お
勝
」
の
漢
字

を
当
て
た
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
聡
明
で
聞
こ
え
、
十
三
歳

ご
ろ
に
は
家
康
に
仕
え
て
い

た
。
た
だ
し
、
そ
の
頃
か
ら

側
室
で
あ
っ
た
か
否
か
は
定

か
で
は
な
い
。

　

や
が
て
家
康
の
側
室
に

な
っ
た
が
、
い
っ
と
き
若
手

の
経
済
官
僚
で
あ
る
松
平
正

綱
（
家
光
・
家
綱
に
仕
え
た

「
知
恵
伊
豆
」
こ
と
松
平
信

綱
の
養
父
）
に
嫁
い
だ
が
、

す
ぐ
に
家
康
の
元
に
戻
っ
て

い
る
。
関
ヶ
原
の
戦
い
に
も

従
軍
。
慶
長
一
二（
一
六
〇

七
）
年
に
は
家
康
最
後
の
子

女
は
迷
わ
ず
に
「
そ
れ
も
塩

で
す
。
ど
れ
ほ
ど
お
い
し
き

も
の
で
も
、
塩
味
が
過
ぎ
れ

ば
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
答

え
た
と
い
う
。
皆
は
彼
女
の

聡
明
さ
に
感
心
し
「
男
子
な

ら
ば
一
方
の
大
将
に
承
っ

て
、
大
軍
を
も
駆
使
す
べ
き

に
、
惜
し
い
こ
と
だ
」
と
さ

さ
や
き
あ
っ
た
と
い
う（『
故

老
諸
談
』）。

　

お
梶
は
倹
約
家
で
、
小
袖

を
こ
ま
め
に
洗
濯
さ
せ
て
、

新
し
い
も
の
を
着
よ
う
と
は

し
な
か
っ
た
。
倹
約
し
て
富

を
蓄
え
る
こ
と
こ
そ
が
大
切

で
あ
る
。
そ
れ
は
天
下
の
人

に
施
す
た
め
、
ま
た
子
々

孫
々
ま
で
国
の
富
が
不
足
し

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ

る
と
、
左
右
の
者
に
言
い
聞

か
せ
て
い
た
。
家
康
は
大
の

倹
約
家
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼

女
の
姿
勢
に
感
心
し
、
絶
大

な
信
頼
を
寄
せ
、
晩
年
を
過

ご
し
た
駿
府
城
の
奥
向
き
を

一
手
に
任
せ
た
と
い
う
。

　

お
梶
は
太
田
資
宗
（
お
い

に
当
た
る
か
？
）
を
養
子
と

し
、
徳
川
秀
忠
に
出
仕
さ
せ

た
。
資
宗
は
順
調
に
出
世

し
、
徳
川
家
光
か
ら
の
覚
え

も
良
く
、
六
人
衆
（
の
ち
の

若
年
寄
）
と
な
っ
た
。
領
地

は
最
終
的
に
は
遠
江
国
浜
松

藩
三
万
五
千
石
ま
で
登
り
、

子
孫
は
老
中
な
ど
要
職
を
歴

任
、
明
治
維
新
後
に
は
子
爵

と
な
っ
た
。
彼
女
は
太
田
氏

を
近
世
大
名
と
し
て
よ
み
が

え
ら
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

教
授　

本
郷　

和
人

Ⅰ
玉
坂
（
さ
い
坂
）
と
は
、

畑
村
（
宮
原
）
の
太
刀
宮
の

西
側
を
北
西
に
二
百
ｍ
程

登
っ
て
、
下
津
町
の
小
畑
へ

出
る
峠
の
坂
道
で
す
。
こ

の
辺
を
万
葉
の
昔
は
小
為
手

（
さ
い
で
）
の
山
と
言
い
、
万

葉
集
に　

安
太
へ
行
く
小
為

手
の
山
の
真
木
の
葉
も　

久

し
く
見
れ
ば
苔
む
し
に
け
り

と
、
お
す
て
の
山
と
歌
っ
て

い
る
が
、
紀
伊
名
所
図
絵
に

は
、「
万
葉
集
の
小
為
手
の

山
を
「
サ
イ
デ
の
山
」
と
訓

（
よ
）
み
、
そ
の
さ
い
で
坂
を

訛
っ
て
才
坂
と
い
え
る
な
る

べ
し
」
と
あ
っ
て
他
説
を
退

け
、「
今
の
蕪
坂
つ
づ
き
の

山
な
ら
ざ
れ
ば
、
安
太
（
あ
だ
）

（
在
田
（
あ
り
だ
））
へ
い
く
と
い

う
詞
（
こ
と
ば
）に
符
（
か
な
）わ
ず
」

と
し
て
い
る
。
さ
て
話
は
今

か
ら
千
二
百
年
程
前
の
光
仁

天
皇
（
七
八
〇
）
年
頃
の
こ

と
で
、
紀
伊
国
海
部
郡
仁
嗜

こんな話が残っています ―民話・伝説―
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（Ⅰ）玉坂（さい坂）で仏罰が当った（Ⅰ）玉坂（さい坂）で仏罰が当った愚愚
おろかおろか

な男な男
（Ⅱ）徳本上人の法力の数々（Ⅱ）徳本上人の法力の数々
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小野小町 紀伊国名所図会
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「徳川家康に愛された「徳川家康に愛された
女性・お梶」女性・お梶」

「徳川家康に愛された「徳川家康に愛された
女性・お梶」女性・お梶」

「徳川家康に愛された「徳川家康に愛された
女性・お梶」女性・お梶」

「徳川家康に愛された「徳川家康に愛された
女性・お梶」女性・お梶」

俳
　
　
句

宮
原
文
芸

リストから漢字を
選び、空いたマスを
埋めてクロスワード
を完成させましょう。
ひとつの文字は１回
しか使えません。
最後に、Ａ～Ｃの

マスに入る漢字でで
きる三字熟語を答え
てください。

B 究
練 C

感 覚 木
我 地

幻 楽
中 粉 A

器 芸 無 研 成

磨 吹 夢 者 雪

材 書 管 奏 達

答�…
A B C

商工会議所
３階

TEL.
0737−83−3371

足と身体の健康工房
外反母趾外反母趾 辛い思い辛い思いからから

解放解放されてされて笑顔笑顔でで
出かけませんか？出かけませんか？膝痛膝痛 腰痛腰痛

相談
できる
靴店

要予約謹 賀 新 年謹 賀 新 年

謹 賀 新 年 謹賀
新年


